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(注 1)シンポジウム ｢再生 ･知の拠点- 改革に動く大学/京都大学にみる21世紀の
大学像｣(朝日新聞社 ･朝日21関西スクエア主催､NHK京都放送局共催､京都
大学特別協力､大学コンソーシアム京都後援)朝日新聞 朝刊 2002/ll/02
(注2)教育については,例えば､W.K.カミングス著 (友田泰正訳)『ニッポンの学校 :
観察してわかったその優秀性』(原著 1980年､訳書 1981年)を､経営につ
いては､アペグレン著 (占部都美訳)『日本の経営』1958を参照 (｡
なお､拙稿 ｢日本的経営の-検討｣(第 10回日本経営学史学会大会統一論題報
告､2002年4月)
2 大学を取り巻く環境の変化と大学の役割
大学をとりまく環境の変化について言えば､主要なものとして､①国際競争の進展､②
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大衆化､③少子化､④IT革命､G)国立大の法人化などが上げられるが､これらの変化のな
かで､最も重要なものは､競争の激化である｡とくに､少子化は大学間の競争を激化させ
て倒産の危機に直面する大学が出始めている｡それだけでなく､重要なことは､大学間競
争は国内においてだけではなく､国公立､私立大学を問わず､とくに上位校にとっては､
大学間競争が国際化してきていることであり､優秀な学生､研究者確保における競争は､
大学だけでなくそれぞれの国の命運の左右する可能性が大きくなっている｡
この競争の激化の下で､大学は,〔Ⅰ〕一方で､その役割としての(a)教育と研究の質の
維持 ･向上のほか､(b)大学の構成員の人間性への配慮､(C)社会貢献､(d)自然環境
の保護への努力ももとめられており､〔Ⅱ〕他方で､これらを,経済性の維持 ･向上させつ
つ実現していくことを求められている｡さらに､大学は説明責任に応える必要もあるとさ
れている｡
3 経営が問われる大学
これまで､日本の大学がこれらの 〔Ⅰ〕の各項目と 〔Ⅱ〕について,高めていく努力が
なかったわけではない｡しかし､それらは,一言でいえば､各部局や各個人の努力に依存
するところが大きかった｡現在では､この全体についての大学としていかに経営していく
かが重要になっている｡
さて､ここでのテーマは教育と経営の改善であるが､この点についていえば､1970
年代80年代に､日本の教育が称賛されたというのは､細目にいくつかの点に問題があっ
たとしても､総体としては､国際的にみてパフォーマンスが良好であると見られていたと
いうことである｡
しかし､それは､個々の人々が大学を良くしようと意欲的に考え行動し､研究教育にも
努力を惜しまず､教員も学生も各成員がそのようなシステムで行動しうるだけの優秀さを
もっていたからである｡大学では教育が軽視されたという意見が強いが､教員が研究に没
頭していれば学生は教師を尊敬し､内容が大変難しく､板書が読みにくく､また声が聞き
取りにくければ､学生は自らの努力でそれを補った｡そして､かえって教育成果があがる
ことも少なくなかった｡それだけの意欲と能力が学生にあった｡教育は軽視されていたと
いうより､勉学に一定の成果を上げるという組織目的に一体化するそれぞれの教員と学生
の任されていた｡つまり､教育のやり方は各教育現場の裁量にまかされており､暗黙知の
世界のものであった｡したがって､明示的に記述されるような経営は､皆無とはいわない
までも､大変少なかった｡
しかし､環境変化は､大学の教育現場にも大規模化､複雑化､変化の激しさをもたらし
たO他方で､競争が激化し､大学においても経済的効率性が問われる程度が高くなった｡
このときには､暗黙知による管理 (いいかえれば現場にまかす体制 ･つまり中央からみれ
ば成り行き任せの管理)では対応ができなくなる｡経営の科学化が必要になる｡
それは､優秀な学生の採用､教育､社会への送り出しの全プロセスをおおうものであり､
大学の他の活動とも関連するものである｡厳しい転換期を迎えている日本の各大学は､懸
命に経営を改善しようとしている｡大学の経営の良否によって､上の 〔Ⅰ〕〔Ⅱ〕に大きな
差が生ずるとみられる｡
しかし､状況は､大学院に大きなウエイトがある大学と学部を中心とする大学によって
大きな違いがある｡そこで､本報告では､筆者が関わっているこれら2つのタイプの大学
について簡単に紹介して､大学における教育と経営の改善を論ずる参考にしたい｡
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